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社会福祉法人炉暖会

和・創造

運 営 指 針

一、わたしたちは、ご利用者様に豊かで和やかな暮らしの提供を
目指します。

一、わたしたちは、地域に根ざした信頼ある福祉の創造を目指
します。

一、わたしたちは、生き生きとした活気と笑顔あふれる施設を
目指します。

理　念



居宅科長　　　　　　　　　   土屋 博昭
もともと障がい者施設で働いていた私ですが、心
機一転、高齢者支援のしかもケアマネジャーとし
て炉暖の郷へ入職したのが平成18年4月でした。
当初は私を含めケアマネジャー2名。先輩のケア

マネジャーはとても厳しい方でしたが行動力もあり、なにより自
分自身にも厳しい方でとても勉強になりました。それからたくさ
んの事がありました。それでもあの頃の出会いは本当に新鮮
で、今の自分を確かに支えている力になっていると思います。
これからも思いを忘れず貢献していければと思います。

看護科長　　　　　　　　　   水野 　茜
社会福祉法人炉暖会創立20周年おめでとうご
ざいます。早いもので、私が炉暖の郷に入職し
て15年目を迎えました。入職後に誕生した次男
も今年中学校に入学し、月日が経つのは本当に

早いと自身の年齢も含めしみじみ感じております。子育てを
しながら働くということで、周りに負担をかけてしまうこともあり
ましたが、理解ある上司と良い仲間に恵まれこれまでやって
こられたと感謝しかありません。この思いを、利用者様の
健康と笑顔を守ることで恩返しできたらと思っております。

特養介護主任　　　　　　　   荒木 和江
創立20周年おめでとうございます。入職してか
ら20年長いようであっという間だった気がしま
す。大きく変化したのは年齢です。本当に年を
取ってしまいました（涙）20年間で色んな部署

を経験させて頂き、大きな変化と困難な状況も経験しまし
たが、利用者様に笑顔で「ありがとう」と言って下さると元
気になります。私の元気の源となる利用者様の笑顔を毎
日見たいし、いつまでも笑顔で生活が送れるよう支援して
いきたいと思います。

特養相談室主任　　　　　　   勝又 涼江
社会福祉法人炉暖会創立20周年おめでとう
ございます。開設の日は今でも思い出せるくらい
鮮明な記憶なのに、それがもう20年も前のこと
なんて正直驚きです。施設には色々な経験を

させていただきました。その中で多くの方との出会い、別れ
があり今の私があるのだと思っています。10年前にも思いま
したが、ここまで長く続けてこられたのは多くの仲間がいて
支えてもらっているからだと感謝しています。ご縁を大切に、
笑顔で30周年を迎えられることを願っています。

特養介護サブ主任　　　　　　 鈴木 浩恵
いろんな出会い別れがあった20年ですが、あっ
という間だった気がします。通り過ぎれば良い
思い出が沢山です。利用者様との別れを目の
前にした時にご家族よりも涙してしまいご家族

から励ましの言葉を頂いてしまった事もありました。お手紙
を下さった利用者様もいらっしゃり今では宝物です。20年
が過ぎ、自分も年を取り自分自身が一番時の流れを感じ
ているような気がします。

居宅支援事業所介護支援専門員　上迫 小百合
炉暖の郷20周年おめでとうございます。思えば
20年間勤務できましたのは理事長をはじめ
上司の叱咤激励、仲間の協力があってこその
お蔭だと実感しております。尊敬していた先輩

かわいい後輩、何より利用者様との出会いは私の財産で
す。元気があれば何でもできる、私がやらなきゃ誰がやる、
その精神でもうひと踏ん張り、もうひと踏ん張り頑張らせて
ください。炉暖の郷、栄光あれ！

特養介護職　　　　　　　　　 上野 早苗
20年前、介護という職業に初めて就きました。失
敗も沢山し利用者様、同僚の皆さんにもご迷惑を
かけながらの20年間でした。その中にも、嬉しかっ
た事、楽しかった事も沢山あった20年間でもありま

した。それも経営者の方々、同僚の皆さんに見守られながら今
日まで務めさせて頂けた事に、心より感謝致しております。『利
用者様に笑顔を』これは当初と変わらず、笑顔で楽しく思える
時間を長く過ごして頂ける様、努力してまいりたいと思います。
20周年おめでとうございます、そしてありがとうございます。

ショートステイ介護職　　　　 窪田 志都子
勤続20年を迎えて今思い出す事は、「2011年
3月11日」東日本大震災の時のことです。その
頃はデイサービスに所属していました。身体に
感じる大きな地震だったので、初めて天災の恐

ろしさを知ると共に、利用者様への対応の難しさを知りまし
た。施設の理念にもありますが、利用者様に「ここに来て良
かった」「あなたに会えて良かった」と思われるように、今後
も寄り添った介護に努めていきたいと思います。

特養介護職　　　　　　　　   石橋 慎介
創立20周年おめでとうございます。これからも
利用者様お一人お一人が炉暖の郷で『暖』を
とれるような施設を目指していきたいと思ってい
ます。

在宅介護科長　　　　　　　   杉山 雄臣
開設して早いもので20年、この長い旅路の中
で私たちは多くの困難に立ち向かい尚且つ、
様々な成果を収めてきました。その成果は今ま
で関わってくれた多くの方々の努力と情熱、

協力がなければなしえなかったことと思います。この節目
の年にあたり、私自身、今まで関わっていただいた方々に
感謝の気持ちを持ちつつ、「炉暖会」に明るい未来が
訪れるよう前進していく気持ちを新たにしました。

事務長　　　　　　　　　　　尾髙 賢彦
社会福祉法人　炉暖会　創立20周年おめでとうございます。
私は令和5年4月より事務長という立場で炉暖会に入職しました。
入職してから現在まで施設の様子を見ていると、炉暖会の理念である「和・創造」をこれまでの20年間、職員
の皆様の努力、地域の皆様のご協力により実現できていたのではないかと感じています。
これからも、生き生きとした活気と笑顔あふれる施設を目指しながら先輩方が創り、守り、育ててきた炉暖の郷を
今後30年、40年続くよう努力してまいります。
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炉暖の郷　２０周年を迎えて炉暖の郷　２０周年を迎えて

社会福祉法人炉暖会は2003年に設立致しました。開設当初は介護保険制度が導入され、多床室からプラ

イバシーを重視した個室が推奨され、当法人も「特別養護老人ホーム炉暖の郷」は個室36床、多床室34床の

定員70名の4ユニットでスタートしました。2012年に沼津市高齢者保健福祉計画の中で30床の増床が認めら

れ現在は個室66床、多床室34床の定員100名の7ユニットで、短期入所は個室16床、多床室4床の定員20名の

2ユニットで運営しています。ご家族の希望に沿った送迎時間で多数のリピーターや新規ご利用者様にご利用

いただいています。通所介護は開所当初、定員30名でスタートし、その後ご利用者様の増加に伴い定員35名

で運営してまいりましたが、コロナ禍の3年間は利用控えで苦戦を強いられました。5類に引き下げられてから

は徐々に以前のようにご利用いただけるようになっております。訪問介護は正職員3名、登録ヘルパー4名の7名

で開始し、職員の奮闘で事業は年々増加し、職員追加採用に力を入れてまいりましたが、介護職の求人難に

みまわれ採用できず、令和4年度は正職員3名、登録ヘルパー1名体制でご利用者様の要望に応えてまいりまし

た。第8波のコロナ感染で職員4名全員が感染し、10日間の休業となり、ご利用者様に大変なご迷惑をお掛け

してしまいました。少人数での事業継続は困難と判断し、令和5年3月に沼津市へ休止の届出を提出し了承さ

れました。

総務省が9月に公表した人口推計によると、65歳以上の高齢者は3600万人で総人口に占める割合は29.1％

で過去最高を更新し、世界トップとなっております。そのうち80歳以上は27万人増え1259万人で総人口に占め

る割合は10.1％と初めて10％を超えました。また75歳以上の高齢者は72万人増え2005万人で総人口に占める

割合は16.1％となりました。これは第1次ベビーブーム世代が75歳を迎えていることが影響したと思われます。

2040年には65歳以上の高齢者は3900万人となり総人口の34.8％になると推計されています。年々高齢者が増

えていく中で、単身で暮らす人も多く、介護や生活サポートの充実が課題となっています。

2023年6月に成立した「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」では全ての国民の責務として、

認知症に関する正しい理解を深め、共生社会の実現に寄与するよう努めることが求められ、認知症の人を含

めた全ての人が相互に人格と個性を尊重して支えあう「共生社会」の実現を目指しています。こうした法の理

念等に基づき認知症の人と共生できる社会環境の整備や普及啓発、認知症の予防、認知症治療薬の開発、

身寄りのない高齢者の身元保証に関する問題などを「認知症と向き合う『幸齢社会』実現会議」の中で議論

を深め、年内に意見を取りまとめる予定となっております。炉暖会は今後も高齢者お一人お一人の生き方を尊

重し、地域住民と連携を図るとともに、地域における高齢者福祉の中心的施設として力を尽くすことをお誓い

申し上げます。

20周年を大過なく迎えられましたことは行政や関係者をはじめ、理事、監事、評議員そして職員皆様方それ

ぞれのご支援やご協力の賜物と深く感謝申し上げ、法人創立20周年を迎えての挨拶とさせていただきます。

「炉暖会創立20周年を迎えて」

社会福祉法人炉暖会　理事長　後藤 政美
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社会福祉法人「炉暖会」が創立 20 周年の慶事を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
貴法人におかれましては、平成15年 8月の「炉暖の郷」開設当初から、特別養護老人ホームをはじめとして、
ショートステイやデイサービス、居宅介護支援事業所など、本市における介護保険サービスの一端を担われ
てこられました。また、介護予防等をテーマとした各種講座の開催や、放課後子ども教室への参画、中学
生の職場体験の受入れなど、地域ぐるみの福祉向上にも多大な貢献をされてこられました。
さらに、本市において「沼津市高齢者保健福祉計画」に基づき、高齢者が住み慣れた地域で安心して
暮らしていけるよう地域の包括的な支援とサービス提供体制の整備に取組む中、貴法人には令和 2 年 4 月
から金岡地区で地域包括支援センターを運営していただき、地域の方々の支援にご尽力いただいております。
改めて、深く敬意を表しますとともに、心より感謝申し上げます。
現在、わが国は超高齢社会の只中にあり、間もなく団塊の世代全員が後期高齢者となる 2025 年を迎えよ

うとしております。今後も、地域に根ざした社会福祉法人として、住民の皆様との交流を深めるとともに、
長年にわたり培われてきた豊富な経験や知識により、なお一層お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、貴法人のますますのご発展と、職員の皆様方の益々のご活躍とご健勝を心から祈念いた
しまして私のお祝いの言葉とさせていただきます。

社会福祉法人「炉暖会」の創立20周年の慶事を迎えて

沼津市長　賴重 秀一

特別養護老人ホーム炉暖の郷家族会　会長　内村 博隆

この度は、特別養護老人ホーム「炉暖の郷」創立 20 周年、おめでとうございます。
私の母は、2018 年 5月から約 5 年半の間、「炉暖の郷」でお世話になっております。
日本では、2020 年から始まった新型コロナの影響が、今も続いております。入所当初は、自由に面会で
きたのですが、今はそれもままならぬ日々です。しかし、この厳しい状況下でも後藤政美施設長をはじめ、
スタッフの皆様は、大変な努力をされ、利用者の為に必死に介護を続けてくださっています。
母は、大正15年生まれの97歳の高齢者です。コロナ禍前は、家族の認識がすぐにできたのですが、今では、

息子である私の名前も忘れてしまっています。大変悲しいものがあります。しかし、母は、余命を精一杯生
きています。その姿を見ますと、70 歳を超えた私ですが、「頑張ろう」という気持ちになります。
利用者にとっても、その家族にとっても、この素晴らしい環境を作ってくださっている「炉暖の郷」のスタッ

フの皆様には、感謝しかありません。
栄養管理に基づく食事をはじめ、排泄や入浴時の介助、新型コロナワクチンの接種等、利用者の健康管
理や人権に十二分に配慮していただき、家族は安心しております。
今後も末永く、特別養護老人ホーム「炉暖の郷」が、発展されますことをご祈念申し上げます。

「創立20周年に寄せて」
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通所介護

在宅介護科
利用定員　35名

個々の利用者様に寄り添ったサービスを意識して、
たくさんの笑顔が溢れる楽しい時間を過ごしていただ
けるよう頑張っていきます。

ご自宅と同じように過ごしていただき、
利用者様の笑顔を最大限に引き出せる
施設を目指していきます。

短期入所 入所定員　20名

いつも賑やかなデイサービス！

活気と笑顔を大切に一緒に遊び、
　　　　　　　　　一緒に楽しむ

従来型個室 16床、　従来型多床室 4床　（すずらん・りんどう）

役員名簿

令和5年12月現在

理 事 長

理 　 事

監 　 事

評 議 員

後 藤 政 美

金 田 長 訓

諏訪部淳一

内 村 博 隆

後 藤 裕 子

青木加代子

江 本 博 勝

髙 橋 新 吉

池 田 和 男

杉 澤 明 壽

鈴木美江子

佐 野 茂 富

芹澤三代保

佐 藤 孝 敏

熊 谷 五 月

炉暖の郷施設長

事業区域における福祉に関する実情に通じている者

ボランティア活動

福祉事業に従事している者　地区民生委員

財務管理の職権を有する者

地区ボランティア

元金岡西部地区連合自治会長

金岡地区社会福祉協議会委員　民生委員

金岡地区社会福祉協議会企画委員長

民生委員

元金岡西部地区連合自治会長

伊豆の国市・長泉体育協会委員
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2003年
1月
7月
8月

2006年
1月

2007年
8月

2008年
5月

2010年
4月

2011年
3月
7月

2012年
4月
8月

2013年
10月

2020年
1月
4月

2021年
9月

2023年
10月

沿　　革

社会福祉法人炉暖会認可　理事長　勝呂衛
特別養護老人ホーム炉暖の郷　竣工式
特別養護老人ホーム炉暖の郷　施設開設

炉暖の郷機関誌創刊号発刊

第三者評価調査実施

炉暖会理事長　勝呂衛退任
新理事長　後藤政美就任

新棟計画・新棟建設プロジェクト開催

東日本大震災
新棟工事着手

特養１００床に増床
非常用発電機設置

介護体験講座開催

新型コロナウイルス感染流行
かなおか地域包括支援センター　受託

介護 ICT機器・ソフトウェア導入

新型コロナウイルス感染流行後、初のお祭りとなる「炉暖祭」開催

6



施設年間活動

入職式

4月 6月 8月

慰霊祭

ボウリング
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炉暖会の全体像

夏祭り
毎年８月に行われていた炉暖会最
大のイベント「夏祭り」。コロナ禍
で長らく中止となっていましたが、
令和５年度は１０月に「炉暖祭」と
して復活。ご利用者、ご家族の皆さ
まとの賑やかな声が響き渡ります。

新たな仲間と共に歩みま
す。

特養３階 相談室

特養２階

遠足・お出かけ遠足・お出かけ

10

施設介護科

大切な暮らしを
　 守るために日々奮闘！

３階は職員同士が仲良くいつ
も賑やか。明るく楽しく丁寧に
利用者様の毎日を大切に
頑張っていきます。

個性的な職員が
 　　盛りだくさん

その個性を活かして、色々な
角度からの意見や考えで利用
者様も職員も笑顔で楽しく
生活できるよう日々邁進して
いきます。

特別養護老人ホーム
入所定員　100名

ユニット型個室　66床

従来型多床室　34床

あさがお・さざんか
なでしこ・こすもす
さくら・もみじ・けやき

たんぽぽ・ひまわり
いちょう・うめ

利用者様とご家族の想いを
支えていきます。

笑う門には福来る



10月 11月 12月9月

防災訓練

文化祭

職員旅行

餅つき

8

敬老会
あしたか保育園の子どもた
ちが訪問してくれます。

仕事や日常生活から離れて
日頃の疲れをリフレッシュ。
そして職員同士の繋がりや
コミュニケーションが育ま
れます。



9

1月 2月 3月

節分
花見

感染予防研修

車いす体験

事業計画策定会議

家族会

新年会
気持ちも新たに一年の門出を祝います。

研修活動等

10月 11月 12月9月

防災訓練

文化祭

職員旅行

餅つき

8

敬老会
あしたか保育園の子どもた
ちが訪問してくれます。

仕事や日常生活から離れて
日頃の疲れをリフレッシュ。
そして職員同士の繋がりや
コミュニケーションが育ま
れます。



特養３階 相談室

特養２階

遠足・お出かけ遠足・お出かけ
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施設介護科

大切な暮らしを
　 守るために日々奮闘！

３階は職員同士が仲良くいつ
も賑やか。明るく楽しく丁寧に
利用者様の毎日を大切に
頑張っていきます。

個性的な職員が
 　　盛りだくさん

その個性を活かして、色々な
角度からの意見や考えで利用
者様も職員も笑顔で楽しく
生活できるよう日々邁進して
いきます。

特別養護老人ホーム
入所定員　100名

ユニット型個室　66床

従来型多床室　34床

あさがお・さざんか
なでしこ・こすもす
さくら・もみじ・けやき

たんぽぽ・ひまわり
いちょう・うめ

利用者様とご家族の想いを
支えていきます。

笑う門には福来る



利用者様が心まで健康で過ごせ、活気と笑顔・笑い声が
絶えないように、これからも寄り添い続けていきます。

11

四季折々のイベント四季折々のイベント

「愛・献身・奉仕」ナイチンゲールの想いを胸に

看 護 科

2003年
1月
7月
8月

2006年
1月

2007年
8月

2008年
5月

2010年
4月

2011年
3月
7月

2012年
4月
8月

2013年
10月

2020年
1月
4月

2021年
9月

2023年
10月

沿　　革

社会福祉法人炉暖会認可　理事長　勝呂衛
特別養護老人ホーム炉暖の郷　竣工式
特別養護老人ホーム炉暖の郷　施設開設

炉暖の郷機関誌創刊号発刊

第三者評価調査実施

炉暖会理事長　勝呂衛退任
新理事長　後藤政美就任

新棟計画・新棟建設プロジェクト開催

東日本大震災
新棟工事着手

特養１００床に増床
非常用発電機設置

介護体験講座開催

新型コロナウイルス感染流行
かなおか地域包括支援センター　受託

介護 ICT機器・ソフトウェア導入

新型コロナウイルス感染流行後、初のお祭りとなる「炉暖祭」開催

6
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通所介護

在宅介護科
利用定員　35名

個々の利用者様に寄り添ったサービスを意識して、
たくさんの笑顔が溢れる楽しい時間を過ごしていただ
けるよう頑張っていきます。

ご自宅と同じように過ごしていただき、
利用者様の笑顔を最大限に引き出せる
施設を目指していきます。

短期入所 入所定員　20名

いつも賑やかなデイサービス！

活気と笑顔を大切に一緒に遊び、
　　　　　　　　　一緒に楽しむ

従来型個室 16床　従来型多床室 4床　（すずらん・りんどう）



業務科

居宅介護支援事業所

かなおか地域包括支援センター

地域のすべての方々の知恵や思いやりを社会資源に
「地域がつながる」「一人ひとりが輝ける地域づくり」の
お手伝いをしていきます。

13

炉暖の郷の顔として、フレッシュなメンバーで
真面目にコツコツ、笑顔で頑張っていきます。

利用者様の笑顔と健康第一を
目標に、利用者様の希望や
嗜好に沿えるよう元気いっぱい
頑張ります。

「食」は長寿の秘訣！

地域の皆様に信頼してもらえるよう、
これからも相談しやすい事業所を目指
して頑張ります。

業　務

栄　養

縁の下の力持ち！

一人ひとりを大切に
　　利用者様の想いに寄り添います

親切丁寧！ 顔の見える関係づくり！

社会福祉法人「炉暖会」が創立 20 周年の慶事を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
貴法人におかれましては、平成15年 8月の「炉暖の郷」開設当初から、特別養護老人ホームをはじめとして、
ショートステイやデイサービス、居宅介護支援事業所など、本市における介護保険サービスの一端を担われ
てこられました。また、介護予防等をテーマとした各種講座の開催や、放課後子ども教室への参画、中学
生の職場体験の受入れなど、地域ぐるみの福祉向上にも多大な貢献をされてこられました。
さらに、本市において「沼津市高齢者保健福祉計画」に基づき、高齢者が住み慣れた地域で安心して
暮らしていけるよう地域の包括的な支援とサービス提供体制の整備に取組む中、貴法人には令和 2 年 4 月
から金岡地区で地域包括支援センターを運営していただき、地域の方々の支援にご尽力いただいております。
改めて、深く敬意を表しますとともに、心より感謝申し上げます。
現在、わが国は超高齢社会の只中にあり、間もなく団塊の世代全員が後期高齢者となる 2025 年を迎えよ

うとしております。今後も、地域に根ざした社会福祉法人として、住民の皆様との交流を深めるとともに、
長年にわたり培われてきた豊富な経験や知識により、なお一層お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、貴法人のますますのご発展と、職員の皆様方の益々のご活躍とご健勝を心から祈念いた
しまして私のお祝いの言葉とさせていただきます。

社会福祉法人「炉暖会」の創立20周年の慶事を迎えて

沼津市長　賴重 秀一

特別養護老人ホーム炉暖の郷家族会　会長　内村 博隆

この度は、特別養護老人ホーム「炉暖の郷」創立 20 周年、おめでとうございます。
私の母は、2018 年 5月から約 5 年半の間、「炉暖の郷」でお世話になっております。
日本では、2020 年から始まった新型コロナの影響が、今も続いております。入所当初は、自由に面会で
きたのですが、今はそれもままならぬ日々です。しかし、この厳しい状況下でも後藤政美施設長をはじめ、
スタッフの皆様は、大変な努力をされ、利用者の為に必死に介護を続けてくださっています。
母は、大正15年生まれの97歳の高齢者です。コロナ禍前は、家族の認識がすぐにできたのですが、今では、

息子である私の名前も忘れてしまっています。大変悲しいものがあります。しかし、母は、余命を精一杯生
きています。その姿を見ますと、70 歳を超えた私ですが、「頑張ろう」という気持ちになります。
利用者にとっても、その家族にとっても、この素晴らしい環境を作ってくださっている「炉暖の郷」のスタッ

フの皆様には、感謝しかありません。
栄養管理に基づく食事をはじめ、排泄や入浴時の介助、新型コロナワクチンの接種等、利用者の健康管
理や人権に十二分に配慮していただき、家族は安心しております。
今後も末永く、特別養護老人ホーム「炉暖の郷」が、発展されますことをご祈念申し上げます。

「創立20周年に寄せて」
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居宅科長　　　　　　　　　   土屋 博昭
もともと障がい者施設で働いていた私ですが、心
機一転、高齢者支援のしかもケアマネジャーとし
て炉暖の郷へ入職したのが平成18年4月でした。
当初は私を含めケアマネジャー2名。先輩のケア

マネジャーはとても厳しい方でしたが行動力もあり、なにより自
分自身にも厳しい方でとても勉強になりました。それからたくさ
んの事がありました。それでもあの頃の出会いは本当に新鮮
で、今の自分を確かに支えている力になっていると思います。
これからも思いを忘れず貢献していければと思います。

看護科長　　　　　　　　　   水野 　茜
社会福祉法人炉暖会創立20周年おめでとうご
ざいます。早いもので、私が炉暖の郷に入職し
て15年目を迎えました。入職後に誕生した次男
も今年中学校に入学し、月日が経つのは本当に

早いと自身の年齢も含めしみじみ感じております。子育てを
しながら働くということで、周りに負担をかけてしまうこともあり
ましたが、理解ある上司と良い仲間に恵まれこれまでやって
こられたと感謝しかありません。この思いを、利用者様の
健康と笑顔を守ることで恩返しできたらと思っております。

特養介護主任　　　　　　　   荒木 和江
創立20周年おめでとうございます。入職してか
ら20年長いようであっという間だった気がしま
す。大きく変化したのは年齢です。本当に年を
取ってしまいました（涙）20年間で色んな部署

を経験させて頂き、大きな変化と困難な状況も経験しまし
たが、利用者様に笑顔で「ありがとう」と言って下さると元
気になります。私の元気の源となる利用者様の笑顔を毎
日見たいし、いつまでも笑顔で生活が送れるよう支援して
いきたいと思います。

特養相談室主任　　　　　　   勝又 涼江
社会福祉法人炉暖会創立20周年おめでとう
ございます。開設の日は今でも思い出せるくらい
鮮明な記憶なのに、それがもう20年も前のこと
なんて正直驚きです。施設には色々な経験を

させていただきました。その中で多くの方との出会い、別れ
があり今の私があるのだと思っています。10年前にも思いま
したが、ここまで長く続けてこられたのは多くの仲間がいて
支えてもらっているからだと感謝しています。ご縁を大切に、
笑顔で30周年を迎えられることを願っています。

特養介護サブ主任　　　　　　 鈴木 浩恵
いろんな出会い別れがあった20年ですが、あっ
という間だった気がします。通り過ぎれば良い
思い出が沢山です。利用者様との別れを目の
前にした時にご家族よりも涙してしまいご家族

から励ましの言葉を頂いてしまった事もありました。お手紙
を下さった利用者様もいらっしゃり今では宝物です。20年
が過ぎ、自分も年を取り自分自身が一番時の流れを感じ
ているような気がします。

居宅支援事業所介護支援専門員　上迫 小百合
炉暖の郷20周年おめでとうございます。思えば
20年間勤務できましたのは理事長をはじめ
上司の叱咤激励、仲間の協力があってこその
お蔭だと実感しております。尊敬していた先輩

かわいい後輩、何より利用者様との出会いは私の財産で
す。元気があれば何でもできる、私がやらなきゃ誰がやる、
その精神でもうひと踏ん張り、もうひと踏ん張り頑張らせて
ください。炉暖の郷、栄光あれ！

特養介護職　　　　　　　　　 上野 早苗
20年前、介護という職業に初めて就きました。失
敗も沢山し利用者様、同僚の皆さんにもご迷惑を
かけながらの20年間でした。その中にも、嬉しかっ
た事、楽しかった事も沢山あった20年間でもありま

した。それも経営者の方々、同僚の皆さんに見守られながら今
日まで務めさせて頂けた事に、心より感謝致しております。『利
用者様に笑顔を』これは当初と変わらず、笑顔で楽しく思える
時間を長く過ごして頂ける様、努力してまいりたいと思います。
20周年おめでとうございます、そしてありがとうございます。

ショートステイ介護職　　　　 窪田 志都子
勤続20年を迎えて今思い出す事は、「2011年
3月11日」東日本大震災の時のことです。その
頃はデイサービスに所属していました。身体に
感じる大きな地震だったので、初めて天災の恐

ろしさを知ると共に、利用者様への対応の難しさを知りまし
た。施設の理念にもありますが、利用者様に「ここに来て良
かった」「あなたに会えて良かった」と思われるように、今後
も寄り添った介護に努めていきたいと思います。

特養介護職　　　　　　　　   石橋 慎介
創立20周年おめでとうございます。これからも
利用者様お一人お一人が炉暖の郷で『暖』を
とれるような施設を目指していきたいと思ってい
ます。

在宅介護科長　　　　　　　   杉山 雄臣
開設して早いもので20年、この長い旅路の中
で私たちは多くの困難に立ち向かい尚且つ、
様々な成果を収めてきました。その成果は今ま
で関わってくれた多くの方々の努力と情熱、

協力がなければなしえなかったことと思います。この節目
の年にあたり、私自身、今まで関わっていただいた方々に
感謝の気持ちを持ちつつ、「炉暖会」に明るい未来が
訪れるよう前進していく気持ちを新たにしました。

事務長　　　　　　　　　　　尾髙 賢彦
社会福祉法人　炉暖会　創立20周年おめでとうございます。
私は令和5年4月より事務長という立場で炉暖会に入職しました。
入職してから現在まで施設の様子を見ていると、炉暖会の理念である「和・創造」をこれまでの20年間、職員
の皆様の努力、地域の皆様のご協力により実現できていたのではないかと感じています。
これからも、生き生きとした活気と笑顔あふれる施設を目指しながら先輩方が創り、守り、育ててきた炉暖の郷を
今後30年、40年続くよう努力してまいります。
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炉暖の郷　２０周年を迎えて炉暖の郷　２０周年を迎えて



設立当初、敷地の文化財発掘調査で、縄文・弥生時代の竪穴式住居跡が
多数発掘されました。
古代より人々は、灯火に明るさを求め、炉で暖を求めた暮らしを育んで
きたと思われることから、当施設は「炉暖の郷」と名付けられました。記
念誌の編纂にあたり施設の歩みを振り返る為、膨大な資料と格闘し、数多
くある写真では利用者様及び職員の笑顔と再会することができ懐かしさの
あまり作業が進まないこともありました。そんな資料を眺め改めて 20 年
という年月の長さを実感しました。
炉暖の郷が名付けられた由来どおり施設に関るすべての人が炉で暖をと
り心豊かな暮らしを続けられる施設でありたいと思います。
最後になりましたが、これまで施設運営や、利用者様を支えてくださっ
たボランティア様、関係者の皆様に心からの感謝と、多くの皆様からご寄稿、
ご協力を頂きましたことに厚く御礼申し上げます。

編集委員　　勝又 涼江　大饗 由起子

編集後記

発行日：令和５年１２月

編集者：炉暖会２０周年記念誌編集委員会

発行者：社会福祉法人　炉暖会　理事長　後藤政美

印刷者：有限会社　富士ニュース社

発　行：社会福祉法人　炉暖会

　　　　沼津市足高字尾上 24- 24

社会福祉法人炉暖会

和・創造

運 営 指 針

一、わたしたちは、ご利用者様に豊かで和やかな暮らしの提供を
目指します。

一、わたしたちは、地域に根ざした信頼ある福祉の創造を目指
します。

一、わたしたちは、生き生きとした活気と笑顔あふれる施設を
目指します。

理　念
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